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もっとできることをふやそう！！

※めあてを書いてみよう！
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 食育
し ょ く い く

チャレンジシート チェックした日（ 月 日）
食
た

べることを通
とお

して、元気
げ ん き

な心
こころ

と体
からだ

をつくろう！ ※ 毎月１９日は「食育の日」です。 

項目

年
ね ん

組
く み

番
ば ん

名前
な ま え

☆ つぎのことができたら □に○をつけましょう。

自分
じ ぶ ん

の地いきの食べ物
もの

が分
わ

かった。

季節
き せ つ

や行事
ぎょうじ

にちなんだ

料理
りょうり

が分かった。
食文化

地元
じ も と

の食 材
しょくざい

を選
えら

んで

食
た

べた。（買
か

った。）

「いただきます」「ごちそうさま」の

あいさつを言
い

った。
食事
しょくじ

の感想
かんそう

を言
い

った。感謝
食
た

べ物
ぶつ

に感謝
かんしゃ

して

残
のこ

さず食
た

べた。

食べている食 品
しょくひん

や料理
りょうり

の

名前
な ま え

が分
わ

かった。

安全
あんぜん

や衛生
えいせい

に気
き

をつけて

食事
しょくじ

の準備
じゅんび

や片付
か た づ

けが

できた。

食品

選び

食 品
しょくひん

表示
ひょうじ

に気
き

を付
つ

けて

食 品
しょくひん

を選
えら

んだ。

協 力
きょうりょく

して食事
しょくじ

の準備
じゅんび

や

片付
か た づ

けができた。

食器
しょっき

の並
なら

べ方
かた

や正
ただ

しいはし

の持
も

ち方
かた

が分かった。
マナー

食事
しょくじ

のマナーを守
まも

って

楽
たの

しく食事
しょくじ

ができた。

※赤のグループ（肉，魚，たまご，だいず製品など） ・・・おもに体をつくるもとになります。
黄のグループ（米，パン，めん類，いも類など） ・・・おもにエネルギーのもとになります。
緑のグループ（野菜，海そう，くだものなど） ・・・おもに体の調子を整えるもとになります。

生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

チェック
テレビ見

み

すぎたり、

ゲームをやりすぎ

たりしなかった。

運動
うんどう

や 体
からだ

を動
うご

かす

遊
あそ

びをした。

早
はや

ね早
はや

おきをした。 食事
しょくじ

の後
あと

に歯
は

を

みがいた。

はいべん を

した。

〔家
いえ

の人
ひと

から〕〔はんせい〕
○の数

かず 〔先生
せんせい

から〕

⇒ １か月後
げ つ ご

のはんてい（ ◎ よくがんばった ， ○ がんばった ， △ あといっぽ ）

 

１・２年生は１２個，

３・４年生は１８個，

５・６年生は２０個

以上をめざすまる★

朝
あさ

ごはんを食
た

べた。
ごはんやパンとおかずを

くみあわせた朝ごはんを
食
た

べた。

食事の

大切さ

３ 食
しょく

規則
き そ く

正しくごはんを

食べた。

よいしせいで

よくかんで食
た

べた。

にがてなものでも

一口
ひとくち

は食べた。
健康

赤
あか

黄緑
きみどり

のグループの食
た

べ物
ぶつ

を

バランスよく好
す

き嫌
きら

いしない

で食
た

べた。

益子特別支援学校 食育キャラクター

たべまるたべまる

 

もっとできることをふやそう！！

（できたら○をつけよう）

しょくじのまえに てあらいうがいをした。  

りょうりをはこんだ。  

たべおわった しょっきをあらった。  

おゆを わかした。  

おこめをあらって、ごはんをたいた。  

ゆでるりょうりをした。  

いためるりょうりをした。  

 

 

 

 

 
※あいているところに、じぶんのめあてをつくってかいて

みよう。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 食育
し ょ く い く

チャレンジシート チェックした日（ 月 日）
たべることをとおして、げんきなこころとからだをつくろう！ ※ 毎月１９日は「食育の日」

です。 
項目 レベル１ レベル２ レベル さらに

ねん くみ ばん なまえ

☆ つぎのことができたら □に○をつけましょう。

とちぎけんのたべもの

がわかった。

きせつやぎょうじに
ちなんだりょうりが
わかった。

食文化
かいものでとちぎけんの

しょくざいをえらんだ。

「いただきます」「ごちそうさま」

のあいさつのしぐさができた。

「いただきます」「ごちそうさま」

のあいさつをいうことができた。
感謝

たべものにかんしゃして

のこさずたべた。

（ ）がつ（ ）にちの

きゅうしょくこんだてを

いうことができた。

いえのりょうりにはいっている

しょくひんを、１ついじょう

いうことができた。

食品

選び

こんだてにあわせてひつよう
なざいりょうのかいものが
できた。

せんせいやいえのひとといっしょに

しょっきをならべたり

かたづけをしたりできた

しょっきのならべかたや

おはしのもちかたがわかった。
マナー

ただしくしょっきをならべたり

おはしをつかったりして

しょくじができた。

あかのグループ（にく、さかな、たまご、だいずせいひんなど）：おもにからだをつくるもとになります。
きのグループ（こめ、パン、めんるい，いもるいなど）：おもにエネルギーのもとになります。
みどりのグループ（やさい、かいそう、くだものなど）：おもにからだのちょうしをととのえるもとになります。

 
生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

チェック

右
みぎ

のことも心
こころ

がけよう！

テレビをみすぎたり

ゲームをやりすぎ

たりしなかった。

からだをうごかして

あそんだ。

はやねはやおきを

した。

しょくじのあとに

はをみがいた。

はいべん（うんち）を

した。

〔家
いえ

の人
ひと

から〕〔はんせい〕

 

○の数
かず 〔先生

せんせい

から〕

⇒ １か月後
げ つ ご

のはんてい（ ◎ よくがんばった ， ○ がんばった ， △ あといっぽ ）

 

いっぱい○がふえ

るように、がんば

るまるまる★

あさごはんをたべた。
ごはんやパンとおかずを

くみあわせたあさごはんを
たべた。

食事の

大切さ

１にち３かい きまった

じかんにごはんをたべた。

よいしせいで

よくかんで食
た

べた。

にがてなものでも

一口
ひとくち

は食べた。
健康

赤
あか

黄緑
きみどり

のグループのたべもの

をバランスよくすききらい

しないで食べた。

平成 30(2018) 年度「つなげる食育チャレンジ推進事業」について 学校と家庭の双方向で取り組む「食育チャレンジシート（県作成）」
　近年、偏った栄養摂取や朝食欠食など子供たちの食生活の乱れや肥満・痩身傾向が見られ、子供たちが食に関す
る正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができるよう、学校において食育を推進することが喫緊の課題と
なっております。また、子供の食に関する課題を解決するには、学校を核として家庭を巻き込んだ取組を推進し、
子供の日常生活の基盤である家庭において食に関する理解を深めることにより、子供の食に関する自己管理能力の
育成を目指すことが重要となります。
　そこで、県教育委員会では、平成 30(2018) 年度に県内の４校（小学校２校、中学校１校、特別支援学校１校）
において「つなげる食育チャレンジ推進事業」を実施しました。
　各実践校における食育の取組の成果、食習慣等に関する調査結果等についてまとめましたので、各学校等におい
て食育を推進していく際に、本資料を活用していただけたら幸いです。

　食に関する指導の目標達成に向けた課題解決のためのチェック項目やめあてをまとめたシート（下図参照）を活
用し、毎月 19 日の『食育の日』に学校と家庭における振り返りを行いました。
　学級活動等の時間を活用して日常的な食生活改善意識の向上と新たな目標設定をし、家庭において振り返り、継
続的な実践に生かすため学校へ提出することで状況を把握し、さらに学級担任や栄養教諭、養護教諭、体育科教員
等が食事や運動、睡眠等の生活習慣について多面的なアドバイスを行いました。

「食育チャレンジシート」は、栃木県のホームページからダウンロードして利用できます。（Word 版）
　→　http://www.pref.tochigi.lg.jp/m09/shokuiku/challenge_sheet.html

〈市町立学校用〉

〈特別支援学校用〉

〔食に関する指導の目標〕
○食事の重要性
　食事の重要性、食事の喜
び、楽しさを理解する。
○心身の健康
　心身の成長や健康の保持
増進の上で望ましい栄養や
食事のとり方を理解し、自
ら管理していく能力を身に
付ける。
○食品を選択する能力
　正しい知識・情報に基づ
いて、食物の品質及び安全
性等について自ら判断でき
る能力を身に付ける。
○感謝の心
　食物を大事にし、食物の
生産等にかかわる人々へ感
謝する心をもつ。
○社会性
　食事のマナーや食事を通
じた人間関係形成能力を身
に付ける。
○食文化
　各地域の産物、食文化や
食にかかわる歴史等を理解
し、尊重する心をもつ。

文部科学省
「食に関する指導の手引
　- 第一次改訂版 -

（平成 22 年３月）より

〔主な事業〕
　学校と家庭が双方向で取り組む「食育チャレンジシート」を核とし、地元生産者や農業系高校及び県内プロスポー
ツ選手との交流活動の実施や地域の関係機関と連携し保護者と共に食育について学ぶ機会を設定すること等を通し
て、家庭におけるより一層の食への理解促進や望ましい食生活の継続的な実践を目指しました。

〔現状と課題〕
　〈現状〉　○朝食欠食率

　　　　　○学校段階別肥満傾向児の出現率（H30 学校保健統計調査）
　　　　　　　　　男子：５歳以外全ての年齢において全国値を上回る。
　　　　　　　　　女子：15 歳以外全ての年齢において全国値を上回る。
　〈課題〉　○子どもの食に関する課題を解決するには、学校における取組だけでは限界がある。
　　　　　○食育をより効果的に推進するためには家庭との双方向のつながりが必要である。

※県の目標値：
　H32 年度に 0％を目指す。
　（県教育振興基本計画 2020）
※国の現状値
　H30 小 6：5.5％
　→目標値 H32：0％
　（第 3 次食育推進基本計画）

〔事業実践校〕
　○宇都宮市立今泉小学校 ○宇都宮市立泉が丘中学校　 
　○鹿沼市立板荷小学校 ○県立益子特別支援学校
　※協力校：鹿沼市立板荷中学校　

益
子
特
別
支
援
学
校

食
育
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
べ
ま
る
」

　
　
〈
デ
ザ
イ
ン
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高
等
部
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年　
飯
山
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陽
さ
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校内食育推進組織（例）
【役割】学校における食育に関する計画等の策定・進行管理　等

栄養教育給食（食育）
主任

養護教諭

管理職

学級担任
教科担任

地域

連
携

生産者等

連
携

連携

家庭

連
携

連携・協力 連携・協力

連携・協力 連携・協力

学校医
学校歯科医
学校薬剤師

１ 学校内でのつながり
［主な実践内容］

［食に関する指導全体計画及び食に関する指導年間指導計画の作成・活用］
◇　市の推進計画に基づき、児童生徒や地域の実態を踏まえて全体計画を作成し、目標や取組等を全教職員に示し、

年間指導計画により先を見通して計画的に指導ができるようにしました。
◇　学校全体で食に関する取組を行う際には、取組の趣旨や方法を説明する資料を全教職員に配付しました。また、

行事食や郷土料理、健康増進献立などの特別献立を提供する際には、食に関する指導の「生きた教材」として活
用できるように説明資料や「一口メモ」を配付することで、全教職員がつながり、統一した指導ができるように
しました。

［各教科等における食に関する指導］※学級担任・教科担任と栄養教諭、地域のボランティア等との連携
【中３・保健体育科「生活習慣病とその予防について」】
◇　自分の生活習慣を振り返り、「運動」「食事」「休養」を取り入れた改善方法を考えました。

　将来の健康を考え、生活習慣病の原因や種類について視覚的に理解できるよう、血管や骨の模型を使用して学
習しました。生徒は、健康を守るための生活習慣や食生活の改善方法についてグループでの話合いや発表を通し
て、日々の自分の生活習慣や食生活を見直す機会になりました。

【特別支援学校・小学部　生活単元学習「お米を育てよう」、図画工作「お皿を作ろう」）】
◇　花壇に田んぼを作り、稲を育てました。本校教員や地域のボランティア（農家の方）の指導により稲刈り、脱

穀等の体験をしました。収穫したお米を調理し、陶芸体験で自分が制作したお皿を使用して、ボランティアの人
たちとカレーライスを食べました。
　調理実習では、米が、普段食べている「ごはん」になっていく過程を理解しました。自分たちで育てた米を自
分たちで制作した皿で食べることで達成感も味わうことができました。また、会食を共にした地域のボランティ
アから昔の稲作の話や幼少期の話など重みのある話を聞くことができ、「食べられる喜び」「感謝の気持ち」を考
えるきっかけとなりました。さらに、米の研ぎ方や炊き方を学習したことで家庭での手伝いの一つとなることも
期待でき、自己肯定感を高める一助になればと期待できます。
　給食の時間には、ごはん茶わんに残った米粒を一生懸命箸で挟み一粒も残さないように食べている様子も見ら
れるようになり、教科での学習が給食の時間に反映されました。

【特別支援学校・中学部　保健「バランスの良い食事を考える」「自分で献立を作る」】
◇　栄養教諭と連携し、主食・主菜・副菜等の言葉と食材を繰り返し学習し、自分で献立を考えました。調理や食事・

体調の関係や栄養バランスの大切さについて理解できるよう、パワーポイントを活用し、ワークシートに同じ食
べ物を貼るよう指導方法を工夫しました。

［給食の時間における指導］
◇　指導内容の統一化

　給食の準備から片付けまでの一連のルールを示し、全学級で統一した指導ができるようにしました。（身支度・
準備・配膳・食事のとり方・片付け・ごみの始末・食物アレルギー対応・異物混入対応等）
　指導を統一することで、配膳や片付けの効率化やごみ分別の徹底、食物アレルギー対応や異物混入防止など安
全安心な給食時間を過ごせるようになりました。

［校内体制の整備］
◇　全校体制で組織的に食育を推進する

ため、学校長（管理職）を責任者として、
食育・学校給食に関する各種計画の策
定及び進行管理をする委員会を設置し
ました。新たな委員会等の設置が困難
な場合には、既存の食育推進委員会や
学校保健（給食）委員会等を活用しま
す。

◇　栄養教諭や学校栄養職員が中心と
　なり、給食主任や養護教諭と連携し学校全体で進めました。

「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育」
～チーム学校で取り組む食育推進のＰＤＣＡ～

（平成 29 年３月　文部科学省より）
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◇　おはしの指導
　小学校の給食の時間において、学校栄養士の説明により、正しい食習慣を身に付けるためには、はしを正しく
持つことが大切であることを理解させ、はしの持ち方を練習し、「はしを正しく持とう」という意識が高まりました。

［農業体験］
【特別支援学校・中学部　作業「農作業班」】
◇　作物が収穫されるまでに、畑の土の改良や畝立て、

播種、間引き、除草、水やりなど多くの手間がかかるこ
とやその作業の大変さ、手間をかけた野菜を収穫する喜
びを知ることができました。また、畑や野菜の管理の
ために様々な農機具があること、その使い方や使い分け

の方法を知り、農作業への理解を深め、技能を向上させることができました。
自分たちが栽培した野菜は必ず試食を行いました。給食のメニューとして使
用した際は、全校放送を行い、農作業班以外の生徒にも知らせました。自分
たちや友達が作った野菜を口にすることで、食に対する興味・関心を高める
こともできました。また、アナウンスを行ったことで、農作業班の生徒は、
教員や他学部の生徒から「美味しかったよ」「ありがとう」などの感謝の言葉
をかけられ、働く上での「やりがい」に気付くことができました。
　収穫した野菜は、生徒が生産品管理簿で価格設定を行い、生徒自身が給食
室に生産品を卸しました。栽培した野菜に価格が付き、その代価を受け取る
ことで、望ましい勤労観を育むことができました。

【よく噛んで食べることの指導】
◇　毎月８日前後に噛みごたえのある食材を使った「かみかみ給食」を提供し、保健委員会が各学級で「カミング

30 運動」（※）を実施しました。さらに、学級担任からの指導もあり、よく噛んで食べようと意識することができ
ました。

※「カミング 30 運動」: 厚生労働省が、口腔の健康と関連させて健康づくりの視点から「食育」を推進してい
くことが重要として、一口 30 回以上噛むことを目標として作ったキャッチフレーズ

　　　（参考：厚生労働省「歯科保健と食育の在り方に関する検討会報告書」H21 年 7 月）

［校内研修］※養護教諭との連携
【校内アレルギー研修会】
◇　食物アレルギーを有する児童生徒への給食時間等の対応について共通理解を図りました。その際、学校医を講

師として招き、エピペンⓇの使い方について指導を受け、実習しました。
【救急法・普通救命講習】
◇　消防士を講師として招き、救急法についての講話後、心肺蘇生法やＡＥＤの使用を実習しました。

◇　昔の食事を提示し、今の自分たちの食事の様子と比べることにより、現代の食事は、噛む回数が少ない材料や
メニューであることを確認することで、食生活を見直す機会となりました。 【成長曲線活用研修会】

◇　養護教諭が児童生徒それぞれの成長曲線を作成していることから、成長曲線の活用を通して早期に肥満や痩身
傾向を発見し、個別指導につなげるための校内研修を実施しました。
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［個別的な相談指導］※養護教諭との連携
◇　肥満指導教室「すくすく教室」

　養護教諭と連携し、夏休みに栄養相談を実施しました。
　食生活チェック表と１日分の食事記録表を持参し、食生活を振り返りながら保護者と面談を行いました。手伝
いや外遊びの励行、おやつの食べ方など夏休みの食生活について改めて考える機会となりました。
　また、いかやごぼう、昆布などの食材を使い、よく噛んでゆっくり食べることは肥満予防や食べ過ぎ防止にも
効果的であることを伝え、１日に必要な野菜の量の提示や野菜やきのこを使ったレシピの紹介をしました。

［図書館教育との連携］※図書館司書等との連携
◇　絵本給食を実施し、「絵本に登場する食べ物を、給食で食べよう！」をテーマに教科等と関連付け、児童生徒

に食べ物に興味をもたせるとともに、学区内小中学校で同日に実施することで家庭での話題にしてもらうよう取
り組みました。
 　絵本「ヘルシーせんたい　ダイズレンジャー」に登場する食材（大豆製品：納豆、豆腐、みそ、油揚げ、きな粉）
をとり入れた献立を工夫しました。

【絵本献立】
麦入りごはん、牛乳、油揚げと小松菜の煮びたし、野菜いっぱいみそ汁、きなこあえ、納豆、牛乳

［食育チャレンジシートの活用］※学級担任・関係教職員との連携
◇　教科等横断的に食に関する指導を行うため、体育科・保健体育科の学習を生かした学級活動を通して、自分の

生活習慣を振り返るととともに、食習慣の改善に向けた継続的な取組の意思決定をしました。担任は忙しい中に
もかかわらず、丁寧にコメントを記入してくれました。
　栄養教諭もできるだけ全員のシートに目を通し、コメントを記入しました。児童生徒と保護者の意識の高まり
が、担任の意識の高まりにつながりました。

［小中連携］※小学校と中学校が連携した計画的・系統的な指導
◇　小中学校９年間の食に関する指導の指導計画を作成し、発達段階に応じた指導を行えるよう、食に関する指導

の発達段階ごとの目標と身に付けさせたい資質・能力を整理し指導を行いました。
　学校給食を「生きた教材」として活用できるよう、月ごとの献立作成上の配慮点を検討し、献立作成に生かし
ました。また、各学校の月ごとの指導計画を確認し、「お弁当の日」や統一献立など、共通で行う取組を設定し
ました。

◇　各学校で行っている食育の取組や特別献立などについて情報交換し、より効果的な指導を目指しました。また、
中学校入学に向けて、食物アレルギーや偏食など、給食指導上配慮が必要な児童の情報を中学校に引き継ぎました。

◎実施校に聞きました！◎

　「どのようにして先生方と共通理解を図ったのですか？」

→　なんと言っても『校長先生の一声』に限ります。
　栄養教諭や学校栄養職員の言葉だけでは伝わりにくく、校長先生のリーダーシップのおか
げで、校長先生や教頭先生が、全教職員に説明をしてくださいました。
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食事
し ょ く じ

の準備
じ ゅ ん び

や片付
か た づ

けのときに

できることをやってみよう！！

① 食事
しょくじ

の前
まえ

にテーブルの上をふいた。 

② 食事
しょくじ

の前
まえ

におはしをならべた。 

③ 料理
りょうり

を運
はこ

んだ。 

④ 食
た

べ終
おわ

わった食器
しょっき

をかたづけた。 

⑤
料理
りょうり

の手伝
て つ だ

いをした。

 

⑥ 食
た

べ終
お

わった食器
しょっき

を洗
あら

った。 

⑦
お湯

ゆ

をわかした。

 

⑧
お米

こめ

を洗
あら

って，ご飯
はん

をたいた。

（なべ，炊飯器
す い は ん き

，電子
で ん し

レンジでもよい） 

⑨ ゆでる料理
りょうり

をした。 

⑩ いためる料理
りょうり

をした。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 食育
し ょ く い く

チャレンジシート チェックした日（ 月 日）
食
た

べることを通
とお

して、元気
げ ん き

な心
こころ

と体
からだ

をつくろう！ ※ 毎月１９日は「食育の日」です。 

項目

年
ね ん

組
く み

番
ば ん

名前
な ま え

☆ つぎのことができたら □に○をつけましょう。

自分
じ ぶ ん

の地いきの食べ物
もの

が分
わ

かった。

季節
き せ つ

や行事
ぎょうじ

にちなんだ

料理
りょうり

が分かった。
食文化

地元
じ も と

の食 材
しょくざい

を選
えら

んで

食
た

べた。（買
か

った。）

「いただきます」「ごちそうさま」の

あいさつを言
い

った。
食事
しょくじ

の感想
かんそう

を言
い

った。感謝
食
た

べ物
ぶつ

に感謝
かんしゃ

して

残
のこ

さず食
た

べた。

食べている食 品
しょくひん

や料理
りょうり

の

名前
な ま え

が分
わ

かった。

安全
あんぜん

や衛生
えいせい

に気
き

をつけて

食事
しょくじ

の準備
じゅんび

や片付
か た づ

けが

できた。

食品

選び

食 品
しょくひん

表示
ひょうじ

に気
き

を付
つ

けて

食 品
しょくひん

を選
えら

んだ。

協 力
きょうりょく

して食事
しょくじ

の準備
じゅんび

や

片付
か た づ

けができた。

食器
しょっき

の並
なら

べ方
かた

や正
ただ

しいはし

の持
も

ち方
かた

が分かった。
マナー

食事
しょくじ

のマナーを守
まも

って

楽
たの

しく食事
しょくじ

ができた。

※赤のグループ（肉，魚，たまご，だいず製品など） ・・・おもに体をつくるもとになります。
黄のグループ（米，パン，めん類，いも類など） ・・・おもにエネルギーのもとになります。
緑のグループ（野菜，海そう，くだものなど） ・・・おもに体の調子を整えるもとになります。

生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

チェック
テレビ見

み

すぎたり、

ゲームをやりすぎ

たりしなかった。

運動
うんどう

や 体
からだ

を動
うご

かす

遊
あそ

びをした。

早
はや

ね早
はや

おきをした。 食事
しょくじ

の後
あと

に歯
は

を

みがいた。

はいべん を

した。

〔家
いえ

の人
ひと

から〕〔つぎの「食育
しょくいく

チャレンジデー」までにがんばりたいこと〕
○の数

かず 〔先生
せんせい

から〕

⇒ １か月後
げ つ ご

のはんてい（ ◎ よくがんばった ， ○ がんばった ， △ あといっぽ ）

 

１・２年生は１２個，

３・４年生は１８個，

５・６年生は２０個

以上をめざすまる★

朝
あさ

ごはんを食
た

べた。
ごはんやパンとおかずを

くみあわせた朝ごはんを
食
た

べた。

食事の

大切さ

３ 食
しょく

規則
き そ く

正しくごはんを

食べた。

よいしせいで

よくかんで食
た

べた。

にがてなものでも

一口
ひとくち

は食べた。
健康

赤
あか

黄緑
きみどり

のグループの食
た

べ物
ぶつ

を

バランスよく好
す

き嫌
きら

いしない

で食
た

べた。

家で食事の準備や片付けのときに

できることをやってみよう！！

① 食事の前にテーブルの上をふいた。 

② 食事の前にテーブルにはしを並べた。 

③ 料理をテーブルに運んだ。 

④ 食べ終わった食器を片付けた。 

⑤
料理の手伝いをした。

（洗う・切るなど料理の一部を手伝った。） 

⑥ 食べ終わった食器を洗った。  

⑦
お湯をわかした。

 

⑧
お米を洗って、ご飯を炊いた。

（鍋、炊飯器、電子レンジでもよい） 

⑨ ゆでる、煮る料理をした。 

⑩ 炒める、揚げる料理をした。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 食育チャレンジシート チェックした日（ ７月 日）
食事を通して、健康な心と体をつくろう！ ※ 毎月１９日は「食育の日」です。 

項目

年 組 番 名前

☆ 全ての□に ◎ 〇 △ × をつけてみましょう。

地場産物（宇都宮産・栃木産）の

食材について理解している。

地場産（宇都宮産・栃木産）の

食材を意識して、食べたり、

購入したりするようにしている。

食文化

地場産（宇都宮産・栃木産）の

食材を使用して、料理をしたり、

行事食を作ったりしている。

食事を作ってくれる人に感謝して

「いただきます」「ごちそうさま」

を必ず食事の時に言っている。

食事を作ってくれる人に

感謝して、食事についての

感想を言っている。

感謝

家で食事作りや後片付け

などの手伝いを積極的に

している。

給食や家の食事で、自分が

食べた食品や料理の名前が

わかっている。

食品を購入したり、食べたり

する時に賞味期限・消費期限を

確認するようにしている。

食品

選び

食品を購入するときに、健康を

考えて食品表示（栄養価や添加

物など）を考えて購入している。

給食や家での食事の際に

良い姿勢で、茶碗を持って

食べている。

和食の正しい食器の並べ方を

して食事をしている。
マナー

正しいはしの持ち方や正しいはしの使い

方（さしばし、寄せばし、迷いばし等

をしないで）で食べている。

※ 肉、魚，たまご，大豆製品、乳製品など・・・・・・・・体の組織になる食品群。
米，パン，めん類，いも類、油など・・・・・・・・・・力や熱のもとになる食品群。
緑黄色野菜、淡色野菜、果物など・・・・・・・・・・・体の調子を整える食品群。

生活習慣チェック

右のことも心がけよう！

パソコン・スマホを
やり過ぎないよう
時間を決めて
使用している。

授業（体育）や

部活動以外に

運動している。

早寝早起きを

している。

食事の後に、必ず

歯をみがいている。

１日１回程度

排便している。

〔家の人から一言〕〔次の月の「食育チャレンジデー」までに達成したい目標〕
◎と○の数

〔担任から一言〕

１か月を振り返って判定（◎ とてもよくできている ，○ よくできている ， △ 努力が必要 × できていない）

 

１年生→１ 個，

２年生→１ 個，

以上をめざすまる★

主食（ごはん、パン）だけの

朝ごはんを食べている。

主食（ごはん、パン）と

主菜（魚・卵・肉のおかず）を

組合わせた朝ごはんを食べている。

食事の

大切さ

主食（ごはん・パン）、
主菜（魚・卵・肉のおかず）

副菜（野菜のおかず）を
組合わせた朝ごはんを食べている。

毎食（ 食）規則正しい時間に

食事をとっている。

苦手な食材も一口は食べる

努力をしている。
健康

給食や家の食事で、健康を考え

好き嫌いせずにバランスよく、

よくかんで食事をしている。

〔栄養教諭 印〕

［給食の時間における指導について］
　給食の時間は、義務教育の９年間を通して、計画的、継続的に食に関する指導を行うものです。教科等
の時間とは異なり、学級の仲間や教師と和やかで楽しい会食をするなど、学校生活の中で、緊張から解放
され、気分転換を図ったり、午後に向けての活力を生み出したりすることができる時間でもあります。学
級担任は、一緒に楽しく食事をすることを通して、児童生徒に対する理解を深めることはもとより、学級
全体の好ましい人間関係を育てる上でも、積極的に児童生徒の食事のグループに入り、指導の充実に努め
ることが大切です。
　また、給食の時間における指導は、標準時数に含まれないものの、教育課程上の学級活動として指導計
画に基づいて行われる極めて重要な教育活動です。すべての学級担任が、指導計画に合わせて継続して指
導することによって、児童生徒が基本的な食に関する実践力を身に付けることができます。そのためにも、
ゆとりをもって食事や指導ができるよう時間の確保に努めましょう。

［学校給食の献立の工夫・充実］
　各教科等における食に関する指導においては、学校給食を活用することによって、児童生徒に栄養バラ
ンスのとれた食事内容や食についての衛生管理などの体験を通して学ばせるとともに、見る・食べるといっ
た行為を通じて楽しみながら興味・関心を引き出すなど、多様で高い教育的効果が得られます。
　学校給食を食に関する指導の教材として活用するためには、以下の事項に留意し、児童生徒が美味しく
安心して食べることができるとともに、教育的な配慮のされた献立とすることが必要です。

○　栄養バランスのとれた魅力ある美味しい給食であること。
○　十分な衛生管理のもと安全・安心な給食であること。
○　教科等と関連した献立作成となること。
○　選択できる献立の工夫を行うこと。
○　個に応じた献立の工夫を行うこと。
○　地場産物や郷土食等を活用した献立の工夫を行うこと。
○　国際理解のための献立の工夫を行うこと。

〈学校内で教職員がつながるためのポイント〉
　学習指導要領総則では、「学校における食育の推進については、体育科（保健体育科）、家庭科（技術・家庭科）
及び特別活動の時間はもとより、各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時間などにおいてもそ
れぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること。」と記載されています。
　学校において、教科等横断的に、そして、学校の教育活動全体を通じて指導を行うためには、まずは、
学校内の教職員がつながり、「チーム学校」として指導に当たることが求められます。
□　学校としての指導目標（児童生徒に身に付けさせたい力）を明確にしましょう。
※　学校教育目標を実現する観点から、栄養教諭や学校栄養職員、給食主任が中心となって、児童生
徒や地域の実態を把握した上で、「食に関する指導の全体計画」「食に関する指導の年間指導計画」
作成します。

□　「チーム学校」で食育を推進するため、校内に食育推進のための体制を整備しましょう。
※　管理職のリーダーシップの下、学校における食育を担当する委員会を明確にするなど、校務分掌
への位置付けが必要です。

２　家庭とのつながり

◇　発達の段階を考慮し、小中学校９年間の学びをつなぐため、チェック項目を学区内の給食主任や栄養教諭等で
検討し、「小学校版」「中学校版」を作成しました。

◇　毎月 19 日の「食育の日」前後の金土日曜日のうち、家庭の都合がよい日を「食育チャレンジデー」として「食
育チャレンジシート」を活用して、親子で食生活の改善に取り組みました。

※「食習慣チェック」「生活習慣チェック」「食事の準備や片付けに関するチェック」の３つの欄を設定し、でき
たものに○をつけて次の月の「食育チャレンジデー」までにがんばりたいことを記入できるようにしました。

※保護者や担任もコメントを書き、子どものがんばりを称賛したり、励ましたりすることで食生活の改善を目
指しました。（栄養教諭も目を通し、日頃の指導に生かしました。）

◎実施校に聞きました！◎

　『食育チャレンジシート』は、どのようにして保護者に説明したのですか？」

→　ＰＴＡ総会等保護者が集まる機会を活用し、学校長から概要を説明してもらい、その後、
各学級において学級懇談会や個人面談等で学級担任から保護者に説明しました。
→　継続して実施するためには、月１回の「宿題」として位置付けると、保護者の理解が得や
すくなります。

（小学校版） （中学校版）

［食育チャレンジシートの活用］
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☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★★☆★☆ 
 

平成３０（２０１８）年度 第２号  

い き い き 益 っ 子

栃木県立益子特別支援学校 健康指導部 
 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★★☆★☆ 
 

 
健康
けんこう

指導部
し ど う ぶ

では健康
けんこう

に関
かん

する様
さま

々
ざま

な情報
じょうほう

を「いきいき益
まし

っ子
こ

」を通
とお

してお伝
つた

えしています。 
今回
こんかい

は「塩分
えんぶん

のとり過
す

ぎについて」です。 
 

◎栃木県
とちぎけん

の食 塩
しょくえん

摂取
せっしゅ

状 況
じょうきょう

は・・・ 

平成
へいせい

２８年
ねん

度
ど

県民
けんみん

健康
けんこう

・栄養
えいよう

調査
ちょうさ

の結果
け っ か

によると、食塩
しょくえん

の摂取量
せっしゅりょう

は２０歳
さい

以上
いじょう

の成人
せいじん

一
ひと

人
り

１日
にち

当
あ

たり、 
男性
だんせい

10.7ｇ、女性
じょせい

9.1ｇでした。いずれも前回
ぜんかい

の調査
ちょうさ

より低
ひく

い値
あたい

でした。しかし、「日本人
にほんじん

の食事
しょくじ

摂取
せっしゅ

基準
きじゅん

（２

０１５年版
ねんばん

）」の、男性
だんせい

８ｇ、女性
じょせい

７ｇを超
こ

えています。 
 

◎塩分
えんぶん

のとり過
す

ぎはなぜいけないの？ 
 

塩
しお

は、調味料
ちょうみりょう

でもあり、食
た

べ物
もの

を保存
ほ ぞ ん

するための保存料
ほぞんりょう

でもあり、料理
りょうり

には欠
か

かせないものです。そして、

体
からだ

のためにもなくてはならないもので、血液
けつえき

や消化
しょうか

液
えき

などにとけて大切
たいせつ

な働
はたら

きをしています。 
しかし、体

からだ

に必要
ひつよう

以上
いじょう

の量
りょう

の塩分
えんぶん

をとると、血液中
けつえきちゅう

の水分
すいぶん

を増
ふ

やすことで濃度
の う ど

を維持
い じ

しようとするため、

血圧
けつあつ

の上 昇
じょうしょう

（高血圧
こうけつあつ

）を招
まね

きます。高血圧
こうけつあつ

が続
つづ

くと、動脈
どうみゃく

硬化
こ う か

の原因
げんいん

となり、脳
のう

卒中
そっちゅう

や心筋
しんきん

梗塞
こうそく

の危険性
きけんせい

が高
たか

くなるのです。 
 

◎どれくらいの塩分
えんぶん

をとればいいの？ 
では、食事

しょくじ

からどれくらいの塩分
えんぶん

をとれば健康
けんこう

な体
からだ

を保
たも

てるのでしょうか。「日本人
にほんじん

の食事
しょくじ

摂取
せっしゅ

基準
きじゅん

（２０１５年版
ねんばん

）」では、年齢
ねんれい

・性別
せいべつ

に合
あ

わせて次
つぎ

の通
とお

りです。

にち にち 

にち にち 
にち にち 

にち にち 

みまん みまん みまん 
みまん みまん 

みまん 

みまん みまん 

◎塩分
えんぶん

をとり過
す

ぎていませんか？ 
当
あ

てはまるものにチェックしてください。

□料理
り ょ う り

にしょうゆやソースなどの調味料
ちょうみりょう

をよくかける。

□うどんやラーメンなどの汁
しる

はすべて飲
の

む。

□ポテトチップスやおせんべいをよく食
た

べる。

◎塩分
えんぶん

を減
へ

らそう！ 
★「かける」より「つける」

しょうゆやソースなどの調味料
ちょうみりょう

は、なるべく控
ひか

えましょう。使
つか

うときは少 量
しょうりょう

つけるようにすると良
よ

いです。

★めん類
るい

の汁
しる

は残
のこ

そう
うどんやラーメンなどの汁

しる

はできるだけ残
のこ

しましょう。めんには汁
しる

の塩分
えんぶん

等
とう

が

ついているので汁
しる

を残
のこ

しても塩分
えんぶん

高
たか

めです。食
た

べる回
かい

数
すう

や量
りょう

を考
かんが

えましょう。

★間
かん

食
しょく

は量
りょう

を決
き

めて食
た

べよう
しょっぱいおやつは食

た

べ始
はじ

まると止
と

まらなくなります。量
りょう

を決
き

めて食
た

べ過
す

ぎない

ようにしましょう。

★子
こ

どもの時
とき

からうす味
あじ

に
子
こ

どもは味
あじ

にとても敏
びん

感
かん

です。子
こ

どもの時
とき

から濃
こ

い味
あじ

に慣
な

れてしまうと、うす味
あじ

の

ものを受
う

け入
い

れにくくなります。

～うす味
あじ

でもおいしく食
た

べるためには？～

・レモン・ゆず等
と う

の酸味
さ ん み

・にんにく・からし等
と う

の辛味
か ら み

・ねぎ・しそ等
と う

の香
かお

り

・昆布
こ ぶ

・かつおぶし・しいたけ等
と う

の旨
うま

み

０歳

％

０歳

％

０歳

％

チェックがついてしまった人
ひと

は、塩
えん

分
ぶん

をとり過
す

ぎているかも。塩
えん

分
ぶん

を減
へ

らす方
ほう

法
ほう

を 考
かんが

えましょう。

 

これらを活用
かつよう

して素材
そ ざ い

の旨
うま

みを引
ひ

き

出
だ

すと、うす味
あじ

でも物足
も の た

りなさを解消
かいしょう

できます。 
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平成３０（２０１８）年度 第１号  

い き い き 益 っ 子

栃木県立益子特別支援学校 健康指導部 
 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★★☆★☆ 
 

 
健康指導部では健康に関する様々な情報を「いきいき益っ子」を通してお伝えしています。 
今回は「アレルギー」についてです。 

 

？アレルギーって何だろう？

・アレルギーとはある物に対して過敏に反応する状態のことを言います。免疫反応が関係するも

ので、何がアレルゲンになるか、どういう反応が起こるかは年齢や個人差、環境によっても左右

されます。また、どこにどんな反応が起こるかで病気の種類も違ってきます。現在増えている花

粉症は、毎年飛んでくる花粉に毎年少しずつ体内の （免疫グロブリン）が増えていき、ある

年に鼻や目にアレルギー反応が起こります。鼻水、くしゃみ、目や鼻のかゆみなどが花粉症です。

昔は成人での発病でしたが、最近は幼児での発症も増えてきています。

？アレルギーで起こる病気とは？

・気管支ぜん息 ・アトピー性鼻炎 ・アレルギー性結膜炎

・花粉症 ・じんましん ・食物アレルギー ・アナフィラキシーショックなど

？最近アレルギーが増えているのはなぜか？

・２０００年の調査では、気管支ぜん息の有症率は調査で５～１０％とされ、２０年前の２～３

倍になっている。もともとアレルギー体質がある人に起こるのですが、最近のアレルギー疾患の

増加は環境の変化が影響していると言われている。住宅環境によりダニやカビが増えたり、食品

流通や食生活の変化で洋風の食事や食品添加物が増える、皮膚に厳しい乾燥環境の増加、感染症

の病気が減って体の免疫反応がアレルギーの起こりやすい方向に傾きやすいとされている。

① 左右の人さし指どう

しを約３０回こすり

合わせる。 

③「迎香」のツボを鼻

の両脇から優しく挟

むように押す。 

（５～１０秒ほど） 

本校でのアレルギー疾患対応取り組みの流れ

・学校（養護教諭）から「学校管理指導表」

（アレルギー疾患用）などの必要書類をお渡

しします。

下記の項目に該当する方

☆医師の診断があること

○食物アレルギーの場合

①医師の診察や検査により、アレルギーで

あることが明確な場合。

②アレルゲンが特定され、医師からアレル

ギー対応の指示・指導をされている場合。

③家庭でもアレルギー対応を行っているこ

と。

・医師にお子様のアレルギーについて診断

してもらい、必要事項を記入してもらって

ください。なお、医療機関によっては、文

書料金が発生する場合があります。

・医師の作成した管理指導表を基に、学校

生活における配慮や管理についてご相談さ

せていただきます。

○本表は大きな変化がない場合、１年間を通じて使用します。現在の状況及び今後１年間を通じ

て予測される状況を記載してください。

○救急搬送時、本表を救急隊に提供するのは円滑な情報の伝達、治療を目的としています。

○気になることやアレルギー疾患について知りたいことがありましたら、ご相談ください。

アレルギーに効くツボ ～鼻水・鼻づまり編～ ぜひやってみてください

０歳

％

０歳

％

０歳

％

② 鼻筋の両側を「晴

明」のツボに指を当て、

つまむように押す。（５

～１０秒ほど） 

［１年生親子給食・給食試食会］
◇　学校栄養士が学校給食法の目的について話しました。学校給食の普及充実及び学校における食育の推進を図る

ことを目的とし、学校給食の７つの目標を説明することで、保護者に、『学校給食は単なる栄養補給に留まらず、
学校教育の一環である』という意義を伝えました。
　また、食事マナー（食べ方、はしの持ち方など）について伝え、学校と家庭が一貫性のある指導ができる機会
を得ることができました。

◇　児童生徒の食については、その大部分を家庭が担っています。食に関する指導の効果を上げるため、学校での
指導が、各家庭でも積極的に実践できるよう、食育だより等を通して様々な情報を発信しています。保護者が学
校での教育活動に協力しようとする契機となるだけでなく、保護者自身も研修を深め、自己啓発する場となります。

［お弁当の日］
◇　児童生徒の食への関心を高め、 感謝の心を育むことなどを目的として
「お弁当の日」を実施しました。授業で使う教材として、自分に合った量
のお弁当が作れるよう、空のお弁当箱を持参させ、お弁当計画カードや図
書館の本を使用し、視覚的に印象に残る指導をしました。
　お弁当を作るための指導だけでなく、事前に目的や実施方法等を児童生
徒や保護者に説明し、お弁当の内容を考えさせ、事後には振り返りをさせ
るなど、計画から振り返りまで一貫した指導を行いました。

［自然の家体験学習］
◇　親子で火おこし体験をし、カレーライスを作って食べました。

　作って食べるまでの過程を実感するとともに、食に関する意識を見直す
機会となりました。また、親子のコミュニケーションをとるよい機会とな
りました。
　また、会食時に学校栄養士が健康と栄養の話をすることで、健康な身体
をつくるためには、朝食をとることや栄養バランスの良い食事をとること
の大切さ、家族などと一緒に食事をすることの大切さを親子で学びました。

〈家庭とつながるためのポイント〉
　児童生徒が食に関する理解を深め、日常の生活で実践できるようになるためには、学校と家庭との連携
を密にし、学校で学んだことを家庭の食事で実践するなど家庭において食に関する取組を充実する必要が
あります。
　そのためには、学校から家庭に対する啓発活動、食に関する情報提供等を積極的に行い、家庭における
食育を促すことが大切です。
□　学校と家庭との双方向での情報交換を図りましょう。
※　「給食だより」や「食育だより」等で積極的に家庭へ情報提供することはもちろんのこと、「食育チャ
レンジシート」等の活用により、学校での取組を家庭へつなげ、日常の食生活改善を学校で再確認
するなど双方向での情報交換により、望ましい食行動の定着につなげることができます。

□　保護者が子供と一緒に参加する機会をつくりましょう。
※　給食試食会や講師を招いた食育講演会などの保護者対象の取組の他、ＰＴＡと連携し親子で参加
する料理教室や生産者訪問など、子供と保護者が一緒に取り組むことで、家庭で実践するきっかけ
づくりにつながります。

［食育だより］
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３　地域とのつながり

［地域の生産者との交流］
◇　児童生徒が日常食べている野菜を、自分で育て食べる活動を通して、野菜に対する興味・関心を高めたり命の

大切さを考えたりすることができました。
　地域の農業委員から、野菜を育てるには、適当な温度、空気、水、肥料、日光の環境条件が必要であることを
教えていただき、児童はそれらを考えて、自分の野菜を大切に育てようという意欲を高めることができました。
　また、収穫した野菜を家庭に持ち帰り、家族と一緒に料理し食べることで、家庭との連携も図ることができま
した。

宇都宮市立今泉小学校
○夏野菜カレーライス
○牛乳
○ゆで野菜
○ヨーグルト

鹿沼市「いちごランチ」
○さつきの舞米粉パン
○牛乳
○ハンバーグにらソースかけ
○はとむぎぞうすい
○いちご

［県産１００％食材を使用した給食提供への挑戦］

◇　ニラ農家との交流授業を通して、市の特産物であるニラについて、生産過程や収穫の様子など、多くの知識を
得ることができました。また、ニラ農家の努力や苦労を知ることで食べ物への感謝の気持ちをいだくことができ
ました。

  　ＪＡかみつがのキャラクターである《ニッキー》とふれあいをもつ機会もでき、児童の関心が高まりました。

◇　牛肉生産に携わる方にお話をいただき、一緒に会食することを通して、生産過程の理解を深め、食べ物への感
謝の気持ちをいだくことができました。
　生産者は、学校給食をはじめ学校教育全般への理解を深めることができ、学校と地域との連携・協力関係の構
築にもつながりました。
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［農業系高校との交流］
◇　県立宇都宮白楊高等学校との交流（ＪＧＡＰ（※）認証トマトの取材・特別活動）

　年度初めに日程の調整をし、高校生が児童に指導する形で農業体験や見学を実施しました。また、交流給食では、
県立宇都宮白楊高等学校のＪＧＡＰトマトと梨を給食に使用し、高校生からの説明を聞いて一緒に楽しく会食を
しました。
　児童が収穫したＪＧＡＰトマトを給食で使用するため、献立作成時には連絡を取りながら段取りをしました。

　ＪＧＡＰトマトを使用した献立時の給食時間に、取材ビデオの放映や毎日配付している「給食一口メモ」でＰ
Ｒすることにより、苦手なトマト料理も大切に食べる生徒も増えました。

※「ＪＧＡＰ」：食の安全や環境保全に取り組む農場に与えられる認証。

◇　県立鹿沼南高等学校との交流（こんにゃく作り・家庭科）
　鹿沼市内の鹿沼こんにゃくの生産のみならず、食について研究・実践している県立鹿沼南高等学校の出前授業
を実施したことで、地域の食文化、食に関する産業、自然の恵みに対して、児童が実感することができ、理解を
深めることができました。
　また、生産過程等を理解することにより、食べ物への感謝の気持ちをもつことができました。
　実際にこんにゃく作りを体験し、食への関心が高まり、グループで協力して調理することの大切さや調理した
ものを一緒に食べる喜びや楽しさ等、調理の良さを実感することができました。

◎実施校に聞きました！◎

　「どのようにして農業系高校とのつながりをもつことができたのですか？」

→　地区のＰＴＡ文化祭で、高校生が栽培した野菜が販売されていたことに栄養教諭が注目し、
「給食の食材に地場産物を使いたい」と学校長に相談したところ、高校の校長に連絡をして
くださり、スムーズに話合いの場をもつことができました。
→　交流活動については、地区内の農業系高校に子供を通わせている保護者との雑談の中から
発展していきました。
　　今では、教員の異校種間交流にも役に立っています。

［地場産物活用拡大につながるためのポイント］
□　学校給食における地場産物活用拡大のため、地産地消推進委員会（地場産物活用促進委員会）を設置し、

学校（共同調理場）と生産者、納入業者との情報交換を行いましょう。
　納入業者には、なるべく栃木県産、市町産の食材を納品してもらうようにします。また、卸売市場の
協力により、生産者の情報をもとに県産・市町産農産物を納品してもらいます。

※　教育委員会や農政部局、ＪＡ、市場、学校給食会等の関係
機関及び生産者や加工業者、ＰＴＡなど幅広い関係者の理解
と協力による一層の連携
・地場産物活用推進委員会〈仮称〉における情報交換
・市町内産食材を多く取り込んだ給食献立の考案
・旬の農産物の出荷時期、数量を栄養教諭等に情報提供する
などＪＡ等による献立作成への支援
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４　地域の関係機関等とのつながり
［リンク栃木ブレックス運動教室・交流給食］　（キッズ・モチベーション・プログラム（※）の活用）
◇　リンク栃木ブレックスのコーチに「食事で気をつけていることは何ですか？」という食に関するインタビュー

に対して、「よくかんで食べている」「子どもの頃、野菜が嫌いだったが、今は好き嫌いなく何でも食べている」
などの答えをいただき、児童は、スポーツをする人の食に関する考え方や食生活を知ることができました。
　『運動』と『食』を通して交流することで、楽しく有意義な時間を過ごすことができました。

◇　親子料理教室①（今泉地区コミュニティ協議会主催）
　保護者を対象とした「ファミリーカレッジ今泉」において、米粉入りの
ピザを親子で作る調理実習を行いました。
　親子で、生地（絹ごし豆腐・卵・オリーブ油・米粉・強力粉・食塩・ベー
キングパウダー）から作り、好きなようにトッピングしたオリジナルピザ
が出来上がり、おいしくてみんな笑顔になりました。

◇　親子料理教室②（今泉地区健康づくり推進員会主催）
　希望する親子を対象として実施し、学校給食のメニュー（麦入りご飯、
油淋鶏、春雨サラダ、青梗菜と豆腐のスープ）を調理する「親子料理教室」
を開催しました。
　「給食もおいしいけど、自分で作った料理が一番おいしい！」といった声
を聞くことができました。
　兄弟で協力しながら食材を切ったり調味料を計量したり、親子のふれあ
いを感じながら楽しく調理し、おいしく食べることができました。

◇　（株）ミツトヨフーズによる「手づくりゆば教室」（商工会議所主催）
　夏季休業中の体験活動の「ぐんぐん教室」の講座の１つとして、希望す
る３・４年生とその保護者を対象として手づくりゆば作りを体験する教室
を開催しました。
　実際にゆば作りの工程を見ることができる良い機会となりました。大豆
の姿からおから・豆乳・ゆばとなる様子に児童はとても興味をもち、ゆば
作りに取り組んでいました。

◇　防災訓練（小６・総合的な学習の時間「災害と私たち」）
　今泉地区防災委員会の委員をゲストティーチャーとして招き、災害時の炊飯や料理についての説明を聞き、「防
災訓練」に行う「炊き出し」の準備として米の袋詰めをしました。
　その後の「土曜授業」において、学校と地域が連携して「防災訓練」を行い、事前に６年生が袋詰めした米を
保護者が鍋でゆでて炊飯し、全校児童で食べました。

◇　小麦まんじゅう作り（小中学校合同・鹿沼市食生活改善推進員）
　地域の方と関わる態度や地域への愛着の心を育てるため、地域の食材を使った伝統的なお菓子を地域ボランティ
アの方に教えていただきました。
　小中学生が互いに協力して活動し、地域の方と一緒に調理や会食することを通して、コミュニケーション力が
育成されました。また、小麦まんじゅ
うの作り方がわかり、協力して調理
することにより、地域の食文化を理
解することができました。

［地域の方による様々な取組］
◇　栃木ＳＣによる保護者対象食育講演会　（今泉小学校地域協議会主催）

　例年、食に対する関心を高めるために、保護者を対象とし授業参観日に合
わせて食育講演会を実施しています。
　プロスポーツ選手の日々の食生活を知ることができ、とても興味深く有意
義な時間でした。
　「強い身体を作るためには、規則正しい生活と
必要な栄養の摂取が基盤となり勉強や運動をする
ことが重要である」などの話があり、子供たちに
も聞かせたい内容でした。

・演題「動く身体を食事で作る」
・講師　栃木 SC 主将　廣瀬　浩二　氏

※「キッズ・モチベーション・プログラム」
　リンク栃木ブレックスが無料で実施しているプログラムです。
　プロバスケットボール選手やコーチ、チアリーダーなどの「ホンモノの技」に触れ、子供たちのやる気を高め
ることや情操教育を目的としています。

６年生が書いた『コーチの
皆様へ』のボードにサイン
を書いてくれました。
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ゆっくりよくかんで食べていますか

６
月

１
月

■ あてはまる

39.0％

47.4％ 41.0％ 9.6％9.6％

46.3％ 12.6％12.6％

0.8％

1.2％
0.8％

1.3％

■ あまりあてはまらない
■ まあまああてはまる
■ 全くあてはまらない ■ 無回答

食事マナーを守って食べていますか

６
月

１
月

■ あてはまる

42.7％

56.8％ 36.3％ 5.3％5.3％

47.3％ 8.7％8.7％

0.8％

0.8％
0.8％

0.5％

■ あまりあてはまらない
■ まあまああてはまる
■ 全くあてはまらない ■ 無回答

お子さんの食に関する意識等、
どんなことが変わりましたか？

40％30％20％10％0％

手伝い

自分で料理

料理への興味

自分の健康意識

産地・食品表示へ
の関心

会話増えた

好き嫌いしない・
残さず食べる

34.3％

18.2％

15.2％

14.7％

14.1％

13.3％

7.1％

◎実施校に聞きました！◎

　「どのようにして地域の方々に協力を得ることができたのですか？」

→　食生活改善推進員は、地区ごとにボランティアで活動する食育アドバイザーです。地区によって様々
な活動を行っています。市町の栄養士や保健師に相談し、食生活改善推進員に協力していただきました。
→　今泉地区健康づくり推進委員会という組織があります。栄養教諭として親子料理教室を実施したいと
考えていたところ、その組織の中の栄養士がＰＴＡ副会長（保護者）だったため、地元のボランティア
に働きかけてくれました。
　　ＰＴＡの方に相談することは、有効な手立てです。

《地域と学校が連携・協働して食育を推進するために》
　地元のボランティアによる放課後子供教室や家庭教育支援活動等、地域における学校との協働活動
（地域学校協働活動※）やコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）などにより、地域と学校が連携・
協働して食育を推進していくことも考えられます。
※地域学校協働活動：地域と学校が連携・協働して、地域の高齢者、成人、学生、保護者、PTA、NPO、民間企業、団体・機関等、

幅広い地域住民等の参画により、地域全体で未来を担う子供たちを支え、地域を創生する活動。
　〈参考〉「地域と学校の連携・協働の推進に向けた参考事例集（文部科学省）

　学校長のリーダーシップのもと、栄養教諭や学校栄養職員が中心となって全教職員が同じ方向で行う食に
関する指導と地域の関係機関と連携した様々な体験的な活動により、児童生徒の食に関する興味・関心を高
めることができました。
　また、「食育チャレンジシート」を活用し、学校と家庭が双方向で取り組むことにより、家庭における生
活改善に向けた実践意欲の向上を図ることができました。
　本事業を通してつながることのできた多くの関係団体等との連携が、一過性のものとならないよう、今後
も家庭や地域等と連携した取組を継続していく必要があります。

［保護者の声］
○　食育について考える機会が増えた。
○　食育チャレンジシートは、親子で考える良い機会となった。
○　子供が料理に興味がでてきた。食事や料理の会話が増えた。
○　「どうせ食べないから・・・」から「これなら食べるかな」と

考えるようになった。先生方や調理員さんに感謝。
○　苦手なものも食べるようになった。
○　栄養バランス、食べ過ぎに注意するようになった。
○　食事の準備・片付けに積極的になった。
○　食育の授業に感謝。

［地域の関係機関等とつながるためのポイント］
　学校における食に関する指導を充実するためには、学区内や近隣の人材や機関にとどまらず、広く地域
と連携していくことが必要です。
　例えば、地域にある幼稚園や保育園との連携、小学校と中学校の連携、高等学校との連携、食生活改善
推進員や生産組合との連携などが考えられます。その際には、学校独自で人材や機関を開発するだけでなく、
教育委員会が地域との連携を図るための組織づくりをするなど学校を支援し、学校と関係機関の仲介をす
ることも大切です。

□　地域の生産者や食に関わる人々と子供が交流する機会を作りましょう。
※　地域の生産者や食品加工業者、飲食店などの協力を得て、給食で使われている地元食材について
の講話や収穫・加工・調理体験など地域とのつながりにより、学校と地域との新たな連携が生まれ、
地域全体での食育推進の機運が高まります。

□　学校種を超えた連携や地域の様々な交流を図りましょう。
※　地域の高齢者から郷土料理を教わったり、地域住民を招待し子供が育てた野菜を使ったおやつを
ふるまったりするなど、学年や学校種を超えた連携を図り、様々な世代と交流し、子供自身が食育
の重要性を発信する側に立つことも、食に関する意識を高める上で有効です。

5　「つなげる食育チャレンジ推進事業」の取組による成果

「ゆっくりよく噛んで食べる」「食事マナーを守って食事をする」児童生徒が増えました！

栄養バランスのよい食事を心がける意識が高まりました！

※宇都宮市では、全ての市町立小中学校に「魅力ある学校づくり地域協議会」を設立し、学校を拠点に、地域の
特色を生かした「学校教育の充実」と「家庭・地域の教育力向上」に向けた活動に取り組んでいます。
「魅力ある学校づくり地域協議会」：学校や PTA、自治会などの地域の団体、企業等が一体となって、地域の

子供を心豊かでたくまく育むために、ともに考え、協力して行動する組織。

◇　栄養教諭や学校栄養職員が中心となって、学級担任をはじめ校内の教職員の共通理解のもと、給食の時間を中
心に、関係する教科等において、食に関する指導の６つの目標を意識した指導を行うことにより、児童生徒が食
に関する正しい知識や正しい判断力が養われただけでなく、学校や家庭において実践する力が身に付きました。

◇　「食育だより」による啓発や関係機関等と連携した実践的な取組等により、各家庭で料理や食について一緒に
考える機会を創出したことにより、児童生徒だけでなく、保護者の意識、家庭の食事のとり方の変化が見られま
した。


